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公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 理事長 

白鷗大学 学長 

高野連（公益財団法人日本高等学校野球連盟）会長 
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お問い合わせ 

公益財団法人日本ボーイスカウト栃木県連盟 

栃木県大会 記念講演 

日 時    平成26年6月8日（日）14:00～15:30     開場 13:30 

場 所    栃木県総合教育センター 大講義室 

                    宇都宮市瓦谷町1070     028－665－7200 

公益財団法人日本ボーイスカウト栃木県連盟 

事務局 

〒320-0043  
宇都宮市桜４丁目２番２号 栃木県立美術館普及分館 

TEL 028-621-9800 FAX 028-678-3307  

席に限りがございます。ご来場希望の場合は、代表者名 

人数を栃木県連盟事務局までご連絡ください。 



著書 
『現代会社法における支配と参加』（成文堂、1976年） 

『注釈フランス社会法＜全3巻＞（共著）』（成文堂、1976年～1982年） 

『プレップ会社法』（弘文堂、1987年） 

『企業結合と法（共著）』（三省堂、1991年） 

『会社法の基礎』（日本評論社、1994年） 

『フランス企業法の理論と動態[企業法研究第1巻]』（成文堂、1999年） 

『人間ドラマから手形法入門』（日本評論社、1999年） 

『現代企業法の理論と動態』（成文堂、2000年） 

『フランス競争法の形成過程』（成文堂、2001年） 

『ユニバーシティ・ガバナンス－早稲田大学の改革』（早稲田大学出版部、2002年） 

『グローカル・ユニバーシティー早稲田大学改革Ⅱ』（早稲田大学出版部、2002年） 

『西北の旅人』（成文堂、2002年） 

『志立大学早稲田の実現』 （早大出版部、2004年） 

『企業法学の歳月』（早稲田大学出版部、2010年） 

他多数 

主な経歴  
昭和５１年  早稲田大学法学部 教授（現 名誉教授） 

        以降、教務部長、図書館長、法学部長を歴任 

平成 ６年  早稲田大学 １４代総長（理事長・学長） 

平成 ８年  早稲田実業学校 理事長（平成１４年退任） 

平成１０年  日本私立大学連盟会長（現 顧問） 

平成１０年  特定非営利活動法人富士山クラブ 理事長 

平成１１年  日本法科大学院協会会長（現 特別顧問） 

平成１４年  早稲田大学 学事顧問（現 名誉顧問） 

平成１８年  日本ボーイスカウト東京連盟 連盟長 

平成２０年  公益財団法人日本学生野球協会 副会長 

平成２０年  公益財団法人日本高等学校野球連盟 会長 

平成２２年  公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 理事長 

平成２４年  一般財団法人ボーイスカウトエンタープライズ 理事長 

平成２５年  白鷗大学 学長 

役職歴 
学会・審議 

日仏法学会 理事 

日本スポーツ産業学会 副会長 

消費者金融サービス研究学会 常任理事 

日本コーポレート・ガバナンス・フォーラム 共同理事長 

日本私立大学連盟 顧問 

文部科学省中央教育審議会 委員 

文部科学省科学技術・学術審議 会員 

法科大学院協会 会長 

その他 

日本私立大学連盟 会長 

早稲田大学 学事顧問 

内閣府司法改革推進本部 顧問 

法科大学院協会 理事長 

財団法人学生サポートセンター 

財団法人野村国際文化財団 理事 

財団法人共立国際交流奨学財団 理事 

財団法人大川情報通信基金 理事長 

財団法人イオン環境財団 理事 

財団法人本庄国際リサーチパーク研究推進機構 評議員 

財団法人日弁連法務研究財団 理事 

財団法人環日本海経済研究所 理事 

財団法人電力中央研究所 評議員 

特定非営利活動法人自然体験活動推進協議会 会長 

財団法人国際民商事法センター 学術評議員 

財団法人日本ボーイスカウト東京連盟維持財団理事 

日本ボーイスカウト東京連盟 連盟長 

財団法人水と緑の惑星保全機構 理事 

財団法人文化財保護・芸術研究助成財団 理事 

財団法人パブリックヘルスリサーチセンター 理事長 

財団法人ロッテ国際奨学財団 評議員 

学校法人実践女子学園 理事 

特定非営利法人日本ライフサポーター協会 理事 

社団法人全国大学体育連合会 会長 

財団法人早稲田奉仕園 理事長 

特定非営利活動法人日本自動車 殿堂顧問 

特定非営利活動法人富士山クラブ 理事長 

ジャパンタッチ協会 会長 
 

注：上記役職歴は、ウィキペディアより転載しております。 

 上記役職歴で現在の役職・組織名とは異なる場合ががございます。 

 予めご了承ください。 

著書紹介 
自分が「痛い目」に遭わなければ、他人の気持ちや心の痛みはわかりません。だから「痛い目」

を知らずに育った青少年に社会性や公共性が十分に育たなかった。当然と言えば当然の帰結

です。「自分のため」ではなく、世のため人のために汗を流す、涙を流す、場合によっては血を

流す。そういった気骨ある青少年がいなくなってしまったのは、ひとえに戦後世代の大人による

「青少年教育の失敗」にあると言っても過言ではないでしょう。 
 

「痛い目」に遭いながら人生を学べ 日本再生のための奥島流「青少年育成論」 ―「はじめに」より―  

 
第１章「野性」を鍛える  

  遊び疲れてこそ子ども 

  子どもたちを野に放て 

  自然が生きることの根本を教えてくれる 

  “子孝行”はアウトドアレジャーで  

  お手伝いをさせるのも教育  

  山登りのすすめ――苦しみを越えたところに喜びがある 

  ガキ大将の本分――リーダーとは   

  「生活すること」と「生きること」は違う 

第２章「知性」を鍛える 

第３章スポーツが「公共心」を育てる  

第４章「スカウト魂」が亡国の危機を救う 

  スカウト運動はなぜ興ったか 

  「自治三訣」こそがスカウト精神 

  私のボーイスカウト体験 

  目指すは「グッド・シチズン」 

  野外活動でたくましい青少年を育てよう 

第５章「使命感」と「情熱」が社会を変える 

  教師に必要なのは「使命感」と「情熱」 

  人間の成熟度に応じた教育上の工夫を 

  指導者は「少年の心」を持つ大人であれ 

  肝心なものは目には見えない 

  講談師や塾の先生の活用法 

  求められる「デジタル人間」の人間性回復 

  何も「しないリスク」より、何かを「するリスク」を 

  親は子どもの就職にまで口を出すな 

第６章日本再生に向けて 

  ローマ帝国衰亡の歴史に学ぶ  

  公共心の衰退は亡国への道 

  いまこそ、ヤセ我慢を張る心意気を 

  ボランティア活動が国を活性化する 

スペシャル対談「青少年教育、かくあるべし」――王貞治×奥島孝康  


